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を
期
し
大
型
農
協
誕
生

合
併
予
備
契
約
成
る

昨
年
の
春
以
来
、
全
町
民
の
注

目
と
関
心
を
集
め
て
い
た
農
協
の

合

併
問
題

は
、
赤
井
畑
町
長
を
始

め
関
係
者
一
同
の
努
力
に
よ
り
、

年

の
瀬
も
迫
っ
た
十
二

月
二
十
六

日
、
国
見
町

役
場
会
議
室
に
お
い

て

、
町
内

各
農
協
全
役
員
拍
子

の

中

で
、
め
で

た
く
合
併
の
予
備
契

約
書
に
調
印

さ
れ
た
。
今
後
は
、

各
農
協
毎

に
そ
れ
ぞ
れ
総
会
を
開

き
、
合

併
に
つ
い
て
組
合
員
の
賛

成
を
得
、
三

月
一
日
を
期
し
て
国

見
町

の
全
農
民
が
一
丸
と
な
っ
た

国
見
町

農
業

協
同
組
合
が
発
足

す

る
運

び
と

な
る
の
で
あ
る
、

・

経
済

の
高
度
成
長
に
伴
な
い
、

相
対
的

に
そ

の
経
済
的
地
位
が
低

下
し

つ
つ
あ
る
農
業
者

の
社
会

的

経
済
的
地
位

の
向
上

を
目
的
と
し

て
、
農
協
組
織

の
拡
大
強
化

が
早

く
か
ら
叫
ば
れ
て
き

た
が
、
わ
が

国
見
町
で
は
、
昨
年
五
月
十
三
日

農
協
合
併
調
査
研
究
会
を

つ
く
り

こ
の
問
題
と
と
り
組
み
、
慎
重
な

研
究
を
重
ね
た
結
果
、・
こ
こ
に
立

派
な
実
を
結
ぶ
段
取
り
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
国
見

、

梁
川
両
町

に
ま
た
が

る
大
枝
農
協

は
、
組
合
員

の
要
望
に
よ
り
、
行

政
区

域
ど

お
り
に
わ
か
れ
、
し

か

も
他

の
四
農
協

と
同
時
に
対
等
合

併
で

き
る
こ

と
に
な

っ
た
こ

と
は

、
ま
こ

と
に
よ
ろ
こ
ば
し
い
こ
と

で
あ

る
。
大
枝

地
区
で
は
早
べ
も

新

し
い
構
想

の
下
に
大
枝
支
所
新

築
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
欲
を
示

し
こ

の
よ
ろ
こ

び
に
こ
た
え
よ
う

と
し
て
い
る
。

合
併

後
の
国
見
町
農
協
は
、
昨

年
夏

に
完
成
し

た
共
同
利
用
所
を

本
所

と
し
て
、
組
合
員
二
、
〇

〇

〇
人

、
出
資
金
約
二
、
一
〇
〇
万

円
、
貯
金
高
三
億
四
、
〇
〇
〇

万

円
の

デ
ラ
ッ

ク
ス
組
合
と
な
り
、

新
し

い
装
い
の
下
に
ど
ん
な
夢
と

希
望

を
組
合
員
に
与
え
て
く
れ
る

か
、
今
問
題
の
農
業
の
近
代
化

の

た
め
に
ど
ん
な
偉
力
を
発

揮
し
て

く
れ
る
か
、
組
合
員
の
期

待
は
ま

こ
と
に
大
な
る
も
の

が
あ

る
。

尚
今
後
合
併
ま
で
の
日
程
は
次

の
と
お
り
で

あ
る
。

一
月

六
日
～
十
一
日

合
併
経
営
計
画
書
の
昨
成
検
討

一
月
十
四
日

合
併
促

進
協
議
会

の
開
催
（
経

営

計
画
審
議
）

一
月
十
五
日
～
二
十

日

各
農
協
毎

に
部
落
懇
渋
会
開
催

一
月
二
十
三

日

各
農
協
毎
合
併
総
会
開
催

設
立
委
員
の
選
任

一
月
二
十
四
日
～
二
月
二
十
日
　

定
款
の
作
成

役
員
の
選
任

二
月
二
十
五
日

合
併
認
可
の
申
請

三
月
一
日

新
組
合
の
発
足

旧
組
合

の
解
散

写
真
ニ
ュ
ー
ス

田

今年も火の用心にご協力を………
4出初め”を 終え てひとい きついたところ ０ 月６日穃場茹で1

新
年
お
め
で
と
う

国
見
町
長
　
赤
井
畑

直

衛

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
希
望
に
み
ち
た
輝
か

し
い
昭
和
四
十
年
の
新
春
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
中

上
げ
る
と

共
に
、
旧

年
中
町
政

各
般
に
わ

た
り
、
深

い
ご
理
解
と
ご
支
援
ご
協
力
を

た
ま
わ
り
ま
し

た
こ
と
に
つ
い

て
心
か
ら
感
謝
申
上
げ
る
次
オ

で
あ
り
ま
す
。

昨
年

は
、
春

の
凍
霜

害
か
ら

秋
の
長
雨

に
よ
る
被
害
な
ど
未

曾
有

の
損
害
を
受
け
、
更
に
金

融
引
締

め
政
策
の
影
響
等
に
よ

る
中
小

企
業
の
不
振
等
、
必
ず

し
も
明

る
い
年
で
あ
っ
た
と
は

中
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
幸
い

に
し

て
皆
様
の
真
摯

な
ご
努
力
に
よ

り
ま
し
て
次
愀

に
こ
れ
が
回
復

を
来

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
年

は
更

に
こ
れ
ら
災
害
の
復

旧

に
努
め
る
と
共

に
、
農
業
の

近
代

化
を
は
じ
め
商
工
業
の
振

興
、
教
育
の
発
展
を
は
か
り
、

国
県
の
施
策
と
呼
応
し
て
効
率

的

な
方
途

に
万
全
を
期
し
、
も

つ
て
町
民

の
福
祉
向

上
と
町
勢

進
展
の
た

め
微
詢
を

つ
く
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

町
民
皆
様
の
倍
旧
の
ご
支
援

と
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

内
部
障
害
の
癈

疾
に
も
障
害
年
金

こ

れ
ま
で
障
害
年

金
は
、
外
部

障
害
に
よ
る
廃
疾

に
つ
い
て
の
み

支
給

さ
れ
て

い
ま
し

た
が
、
こ
ん

と
法
律

が
改
正

さ
れ
、
左
記
の
よ

う

な
内
部
障
害

に
よ

る
廃
疾
に
つ

い
て
も
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し

た
。
該
当
す
３
と
お
も
わ
れ

る
人
叉
は
扶
養
義
務
者
、
保
護
者

等
は
町
役
場
に
申
出
て
相
談

を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
（

昭
和
三
十
九

年
五
月
三
十

日
法
律
愀
八
七
号
昭

和
三
十
九
年
八
月
一
日
実
施
）

記

満
二
〇

才
以
上
七
〇
才
未
満
の

人
で
つ

ぎ
の

よ
う
な
障
害
が
あ
り

自
分
で
日
常
の
用
を
弁
ず
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
な
人
（
た
だ
し

三
年
以
上
経
過
し
て
い
る
人
）

１
、
結
核
性
疾
患
に
ょ
る
身
体
の

機
能
の
障
害

２
、
結
核
性
疾
患
に
よ
り
長

期
に

わ
た

っ
て
安
静
を
必
要

と
す
る

病
状

３

、
結
核
性
以
外

の
疾
患

に
よ
る

呼
吸
器
の
障
害

４

、
精

神
の
障
害
（
精
神
分
裂
症

・
そ
う
う
つ
症

・
非
定
型
精
神

病
・
て

ん
か
ん
・
中
毒
精
神
病

・
器
質
精
神
病
等
で
精
神
病
質

神
経
症
・
精
神
薄
弱
を
除
く
）

新
任
の

ご
挨
拶

古

宮

佐

源

治

わ
た
く
し
こ
と
十
二

月
一

日

付
を
も
っ
て
当
町
の
教
育
長

に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
曾
て
四

年
前
、
藤
田
小
学
校
長

を
最
後

に
教
職
を
退
い
て
家
庭
人

に
な

り
す
ま
し
て
い
ま
し
た
処
、
縁

あ
っ
て
再

び
当
町
に

お
世
話
様

に
な
る
こ
と

に
な
り
、
喜
ん
で

勤
務

し
て
い

ま
す
。

教
育
の
実
務

に
つ
い
て
は
、
相

当
永

い
経
験
を
も
っ
て
い
ま
す

が
。
教
育
行
政
に
つ
い
て

は
ま

っ
た
く
の
素
人
で
す
の
で
、
旧

に
倍
す
る
御
支
援

と
御
協

力
を

切
に
お
願
い
す
る
次
愀
で

す
。

教
育
の
こ

と
は
大
へ

ん
む
づ

か
し
い
仕

事
で
最
も
大
切
な
仕

事
で
す
。
町
の
理
想
を
高
く
掲

げ
、
し
っ
か
り
地

に
つ
い
た
歩

み

を
続
け
て
そ
の
実
績
を
挙
げ

て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

巣ごもり準備に大 わらわ
写
真
ニ
ュ
ー
ス

悶

一
月
十
一
日
か
ら
一
か
月
の

合
宿

に
入
る
。
自
分
の
ふ
と

ん
は
自
分
で
つ
く
る
た
め
、

な
れ
な
・い
針
で
ズ
プ
リ
ズ
ブ

リ
。
（
一
月
八
日
研
修
所
で
）

明
る
い

ニ
ユ
ー
ス
ニ
題

と

か
く
暗

い
話
題
の
多
い
歳
末

に
、
こ

れ
は
ま
こ
と

に
心
あ
た
た

ま
る
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
係

り
の
人

た
ち
を
感
激

さ
せ
て
い
る

○
米
寿
祝

い
に
五
千
円
寄
付

当
町

大
字
藤
田
宇
北
、
仲
田
幸

吉
氏
母
堂
し
も
さ

ん
は
、
日
ご

ろ
元
気
で
若
い
も
の
に
ま
け
な

い
で
暮
し
て
い
ら
れ
る
が
、
こ

と
し
八
十
八
歳
を
迎
え
た
の
を

機
会
に
、
町
社
会
福
祉
事
業
の

た

め
に
金
五
、
〇

〇
〇
円
を
寄

付
さ
れ
た
。

○
匿
名
で
バ
レ
ー
シ
ュ
ー
ズ
た
く

さ
ん
・：
当

町
商
工
会

を
通
じ
、

恵
ま
れ
な
い
家
庭

の
子
ど
も
さ

ん
た
ち
に
贈
っ
て
く

だ
さ
い
と

特
に
名
前

を
か
く
し
て
。バ
レ

ー

靴
三
八
足
を
寄
付
さ
れ
た
。

賀

正

紙
上
名
刺
交
換
会

会
費

不
要

順
序

不
同

国
見
町
議
会

議
　

長
　
　
　

東

海
林
一
郎

副
議
長
　
　
　

大
沼
　

酉
治

総
務
委
員
会

委
員
長
　
　

松
浦
喜
一
郎

副
委
員
長
　

宍
戸
　

武
雄

委
　

員
　
　

遠
藤
　

久
吉

同
　
　
　

安
藤
　

庄
七

同
　
　
　
　

佐
久
間
　

清

同
　
　
　

須
田

眞
一

同
　
　
　
　

大
沼
　

酉

治

同
　
　
　
　

東
海
林
一
郎

経
済
委
員
会

委
員
長
　
　

八
島
建
次
郎

副
委
員
長
　

大
波
　

由
助

委
　

員
　
　

吉
田
　

一
雄

同
　
　
　
　

大
波
　
　

久

同
　
　
　
　

菊
地
　

平
吉

同
　
　
　
　

佐
久
間
正

寛

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長
　
　

大
浪
　

政

害

副
委
員
長
　

古
川
　

要

吉

委
　

員
　
　

佐
藤
　

元
一

同
　
　
　
　

佐
藤
　

新
七

同
　
　
　
　

遠
藤
　

喜
平

同
　
　
　

羽
根

善

一

建
設
委
員
会

委
員
長
　
　

菊
地
　

政
治

副
委
員
長
　

奥
山
福
太
郎

委
　

員
　
　

武
田
　

三
郎

同
　
　
　
　

小
林
　

正
夫

同
　
　
　
　

佐
野
　

正
治

同
　
　
　
　

菅
野
　

正
明

議
会
事
務
局
長
熊
坂
　

善
七

国
見
町
監
査
委
員
野
村
　

隆
一

同
　
　
　
　
　
　

宍
戸
　

武
雄

林
　
　

長
七

国
見
町
選
挙
管
理
委
員

会

委
員
長
　
　
　

早
田
　
　

盛

委
　

員
　
　
　

横
山
　

政
市

佐
藤
　

政
三

同
　
　
　
　
　

曳
地
　

芳
男

農
業
協
同
組
合
役
員

ふ
坂
農
業
協
同
組
合

組
合
長
理
事
　

佐
藤
善
右
工
門

理
事
菅
野
　

正

明
　

佐
藤
　

豊
吉

林
　
　

元
衛
　

赤
坂
栄
次
郎

紺
野
　

忠

蔵
　

野
村
　

隆
一

佐
藤
　

源

蔵
　

朽
木
　

松

吉

佐
藤
　

俊
雄

監
事
高
橋
　

豊
一
　

佐
藤
　

元
一

仲
野
直
一
郎

藤
田
汁
一
農
業
協
同
組
合

組
合
長
理
事
　

赤
井
畑
直
衛

理
事
秣
苅
　

計
三
　

奥
山
福
太
郎

八
島
房
次
郎
　

高
野
要
次
郎

菊
地
　

忠
顕
　

浅
野
　

利
市

秦
　
　

勝
喜
　

吉
田
　

一
雄

八
島
　
　

昌
　

松
浦
権
次
郎

監
事
菊
地
　

太
三
　

紺
野
金
兵
衛

奥
山
勝
太
郎

森
江
野
農
業
協
同
組
合

組
合
長
理
事
　

谷

口
亀
之
助

理
事
吉
田
　

忠
夫
　

後
藤
　

豊
松

村
上
　

正
義
　

蓬
田
　

直
一

引
地
　

芳
男
　

佐

久
間
要
助

佐
藤
亀
太
郎
　

菊
地
　

唯
七

監
事
村
上
　

三
郎
　

佐
藤
　

隆
治

菊
地
　
　

吉

大
木
戸
農
業
協
同
組
合

組
合
長
理
事
　

八
島
福
太
郎

理
事
酒
井
　
　

保
　

渋
谷
　

貞
一

吉
川
　

亀
吉
　

松

浦
市
三
郎

阿
部
　

武
夫
　

斎
藤
　

与
市

高
橋
徳
五
郎
　

大
沼
　

酉
治

監
事
村
上
与
惣
平
　

佐
藤
　

武
雄

八
島
　

栄

’一

大
枝
農
業
協
同
組
合

組
合
長
理
事
　

鈴
木
　

幸
吉

理
事鈴

木
常
之
助
　

新
井
　

玄
竜

小
林
　

敏
雄
　

玉
手
　

昭
市

監
事佐

藤
　

平
治
　

玉
手
　

寿
郎

国

見
町
農
業
委
員
会

会
長
　

八
島
建
次
郎

委

員
　
　
　
　
　

中
野
　

正
男

吉
田
　

勝

由
　
　

奥
山
福
太
郎

八
島
　
　

昌
　
　

菅
野
　

喜
一

後
藤
清
四

郎
　
　

紺
野
　

忠
蔵

佐
藤
善
右
工
門
　

吉
田
　

忠
夫

斎
藤
　

勘

吉
　
　

佐
久
間
直
次

武
田
新
右
工
門
　

佐
藤
　

新
七

大
波
　
　

久
　
　

谷

口
亀
之
助

宍
戸
　

武
雄
　
　

松
浦
市
三
郎

大
沼
　

酉
治
　
　

渡
辺
　

善
蔵

村
上
与
惣
平
　
　

遠
藤
　

喜
平

八
島
福
太
郎
　
　

佐
藤
喜
二
郎

後
藤
　

俊
雄
　
　

鈴
木
　

幸
吉

農
地
主
事
　
　
　

佐
藤
　

和
子

仝
　
　
　
　
　

村
上
徳
右
工
門

国
見
町
役
場

町
長
　
　
　
　
　

赤
井
畑
直
衛

助
役
　
　
　
　
　

佐
久
間
　

栄

収
入
役
　
　
　

関

口

・
道
孝

総
務
課
長
　
　
　

八
巻
　

亀
寿

経
済
課
長
　
　
　

金
田
　

保
美

税
務
課
長
　
　
　

朝
内
　

宗
光

厚

生
課
長
　
　
　

中
村
　

政
治

建
設

課
長
　
　
　

佐
久
間
　

栄

外
職
員
一
同

警
察
署
関
係

桑
折
警
察
署
長
　

柳
田
　

藤
雄

小
坂
駐
在
所
　
　

斎
藤
　

豊
文

藤
田
同
　
　
　
　

村
上
　

新
吉

森
江
野
同
　
　
　

渡
辺
　

善
美

大
木
戸
同
　
　
　

加
藤
　
　

督

消
防
団
関
係

国
見
町
消
防
団
長
　

大
津
利
一

同
副
団
長
　
　
　

樋

口
弥
太
郎

牙
一
分
団
長
　
　

菅
野
　

哭
郎

才
二

同
　
　
　
　

樋
口
弥
太
郎

才
三
同
　
　
　
　

徳
江
　

喜
一

卅
四
同
　
　
　
　

鈴
木
　

与
平

慘
五
同
　
　
　
　

大
沼
　

金
一

国
見
町

遣
族
会

会
長
　
　
　
　
　

秦
　
　

勝
喜

藤
田

支
部
長
　
　

秦
　
　

勝
喜

小
坂
支
部
長
　
　

佐
藤
　

豊
吉

森
江
野
支
部
長
　

実
沢
　

勘
吉

大
木
戸
支
部
長
　

阿
部
　

長
政

大
枝

支
部
長
　
　

鈴
木
　

喜
助

老
人

ク
ラ
ブ
役
員

小
坂
老
人

ク
ラ
ブ
会
長

佐
藤
　

忠
一

同
副
会
長
　
　
　

林
　
　

元
衛

藤
田
会
長
　
　
　

吉
田
　

幸
平

同
副
会
長
　
　
　

佐
久
間
喜
一

森
江
野
会
長
　
　

後
藤
　

万
七

同
副
会
長
　
　
　

蓬
田
　

直
一

大
木
戸
会
長
　
　

大
沼
　

慶
一

同
副
会
長
　
　
　

谷
津
　

平
作

大
枝
会
長
　
　
　

佐
藤
　

岩
吉

同
副
会
長
　
　
　

小
林
　

泰
助

連
合
会
長
　
　

東

海
林
忠
次
郎

同
副
会
長
　
　
　

後
藤
　

万
七

藤
田
総
合
病
院
長
　

高
屋
　

宗
雄

宮
川
医
院
　
　
　
　

宮
川
　

豊
文

熊
谷
医
院
　
　
　
　

熊
谷
　
　

郁

村
上
医
院
　
　
　
　

村
上
　

昭
男

沼
沢
医
院
　
　
　
　

沼
沢
　

忠
雄

武
見
歯
科
医

院
　
　

武
見
弥
八
郎

小
坂
郵
便
局
長
　
　

佐
藤
　

利
夫

藤
田
同
　
　
　
　
　

紺
野
倫
兵
工

藤
田
駅
長
　
　
　
　

氏
家
文
治
郎

貝
田
同
　
　
　
　
　

藤
本
　
　

猛

食
糧
事
務
所
国
見
出
張
所
長

小

野
　

正
利

伊
達
中
央
信
用
金
庫

国
見
支
店
長
　

丹
野
善
太
郎

睦

商
会
社
長
　
　
　

荒
木
　

政
巳

同
　
　

専
務
　
　
　

荒
木
　

輝
征

○

明

る

い

部

落

づ

く

り

は

話

し

合

い

か

ら

…
…
…
一
」
と

し

も

み

ん

な

で

元

気

で

な

か

よ

く



年
頭

仏
恩
ら
ノ
こ
と

公
民
館
長
　

佐
　
藤
　
善

次

郎

○
良
民

の
よ
ろ
こ

び
う

た
う
作
業

哄
　

秋
来

た
れ
ど
も
今

は
き
か

れ
ず

○
あ
せ
り
く
る
き
ざ
し
と
思

う
農

民
の
　

ま
な
こ
濁
り
て
生
計
み

だ
る

こ

の
短
歌
の

よ
う

に
、
昭
和
三

十
九
年
は
、
我

々
鰻
民

に
と

っ
て

ま
こ
と
に
恵
ま
れ
ぬ
年
で

あ
っ
た

Ｃ
早
春

の
凍
霜
害

か
ら
秋
の
長
雨

に
よ
る
被
害
ま
で
、
本
県

農
作
物

の
災
害
は
実
に
百
四
十
数
億
円
余

と
か
、
全
農
産
物
価
格

の
三

分
の

一
に
近
い
数
で
あ
る
。

○
列
島
は
弓
な
り
農
夫

の
天

秤
も

弓
な
り
に
耐
え
て
肥
岫

は
こ

ぶ

耐
え
る
良
夫
の
汗

と
足

ど
り
が

見
え
る
よ
う
だ
ノ

耐
え

に
岨
え

て

昭
和
四
十
年
の
新
春
を
迎
え

た
。

今
年
こ
そ
農
民
に
幸
す
る
気

象
で

あ
る
よ
う
念
齎
せ
ず
に
は
お
ら
れ

な
い
。

○
太
陽
の
下

の
自
然
美
話
し
つ
つ

妻
子
を
連
れ
て
田
の
韭

を
ゆ
く

こ
ん
な
歌
が
自
然
に
、
微
笑
み

と
共
に
、
良
民
の
囗
か
ら
流
れ
る

よ
う
な
年
で
あ
ら
し
め
た
い
。

こ
れ
が
新
春
に
際
し
て

、
汁
一

の

私
の
願
望
で
あ
る
。

○
命
あ
る
こ
の
倖
せ
を
謝
し
た
が

ら
　

年
の
始
め
に
朝
飼
に
む
こ

○
年
毎
に
来
る
台
風
を
怖
れ
つ
つ

今
年
は
吹
く
な
と
祈
る
元
朝

（
短
歌
は
す
べ
て
全
国
農
業
会

議
所
発
行
歌
集
「
稲
の
花
」
に

よ
る
）

昭
和
も
四
十
年
で
あ
る
。
人
生

に
た
と
え
れ

ば
不
惑
の
年
で
あ
る

が
余
り
に
問
題
の
多
い
の
に
驚
く

も
の
で
あ

る
。
ち
ょ

っ
と
身
近
か

な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、

青
少
年
の
不
良
化
の
問
題
、
交
通

事
故
防
止
の
問
題
、
公
明
選
挙
の

問
題
、
更
に
は
農
村
開
題
、
中
小

企
業
の
問
題
等
々
問
題
が
山
積
し

て

い
る
。
な
か

ん
ず
く
我
々
の
最

も
大
き

い
関

心
事

は
、
経
済
成
長

か
ら
来

る
ひ

ず
み
是
正
の
問
題
で

あ

ろ
う
。
内
閣
も
重
要
施
策
と
し

て
こ
の
問
題

に
と
り
組

ん
で
い
る

し

か
し
、
こ
こ
で
考
え
ね
ば
な

ら
な

い
こ

と
は
、
経
済
面
が
余
り

に
大
き
く

ク
ロ
ド
ス
ア
ッ

プ
さ
れ

る
た
め
に
、
人
間
の
ひ
ず
み
是
正

を
等
閑

に
さ
れ
勝

ち
に
な
る
傾
向

が

あ
る
こ
と
で

あ
る
。
夫
婦
共
稼

ぎ
に
よ
る
家
庭
喪
失
の
問
題
、
錣

っ
子

の
間
題

、
長
村
の
後
継
者
の

問
題

、
新

し
い
親

と
子
の
問
題
等

等
、
挙
げ

れ
ば
い
く
ら
も
挙
げ
ら

れ
る
状
態
で

あ
る
。

し
か
し
、
朏

ご
と
は
そ
の
現
象

面
の
み

を
見
て

は
問
題
の
解
決
に

は
な
ら
な
い
。
因

っ
て
来
た
る
心

の
問
題

を
探
究
す

べ
き
で
あ

る
と

思
う
。
政
府
も
地
方
公
共
団
体
も

経
済
面
の
問
題

に
つ
い
て
は
、

扣

当
の
金
も
出
し
、
力
を
入

れ
る
こ

と
を
惜
し
ま
な
い
が
、
ひ
と
た
び

心
の
問
題
に
な
る
と
、
急
に
そ

っ

ぼ
を
向
く
傾
向
が
倥
い
の
は
何

故

で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
効
果

が

直
ち

に
矢
面
化
し
な
い
故
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
遅
効

性
で
あ

っ
て
も
、
直
接
人
と
人

と

に
関

連
す

る
問
題
は
、
す
べ
て
に

先
行

す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
で

あ
ろ
う
か

。
現
内
閣

の
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
社
会
開
発
も
、

根
本

は
人
間
の
心
の
開
発
で
あ
る

こ
と

を
強
く
認
識
す
べ
き
で
あ
る

わ
が
町
で
も
、
ご
く
近
い
将
来

に
と

り
組
む
筈

に
な
っ
て
い
る
晨

業

構
造
改
善
事
業
も
、
す
で
に
お

膳
立
て
の
で
き

た
農
協
の
合
併
も

町
民

の
心
の
開
発
が
先
行
し
な
い

と
、
思

わ
ぬ
結
果
を
招
来
せ
ぬ
と

誰
が
断
言
で
き

よ
う
か
。
こ
こ

に

も
社
会
教

育
の
重
要
性
を
認
め
な

い
わ
け

に
卜
か
な

卜
と
思
う
。

今
年
も
、
こ
の
よ
う
な
見
地
に

立
っ
て
、
社
会
教
育
の
さ
さ
や
か

な
担
い
手
で

は
あ
る
が
精
進
を
続

け
た
い
と
思
う

。
町
民
の
皆
様
の

ご
声
擅
と
ご
協
力
を
心
か
ら
希
う

も
の
で
あ
る
。

き
よ
う
「
成
人
の
日
」

。未
来
に
夢
持
と
う
″

一
、
つ
ね
に
謙

虚
に
自
己

を
反

省

し
よ
う
。
民
主
社
会
の
発
展
は
、

人
間
と
し
て
の
尊
さ
を
知
り
、

も

の
ご
と
に
対
し
て
片
寄

ら
な
い
判

断
が
で
き
る
英
知
を
、
正

し
く
身

に
つ
け
よ
う
と
す
る
お
た
が
い
の

努
力
に
ょ
っ
て

は
じ
め
て
可
能

で

あ
る
。
め
ま
ぐ
る
し
い
世
の
変
転

の
な
か
で
、
つ
と
め
て
静
か
に
自

己
を
内
省
す
る
と
き
を
も
ち
、

新

時
代
に
生
き
ぬ
く
た
く
ま
し
い
人

間
と
旡
て
、
自
己
の
内

面
的
な
充

実
に
ま
ず
心
が
け
よ
う
。

『

自
他
と
も

に
生
き

る
調

和
の

心
を
養
お
う
。
自

分
の
幸
福

は
、

た
だ
一

人
の
力
で
実
現

す
る
こ

と

は
で
き
な
い
。
家
庭

生
活
、
職

場

生
活

に
お
い
て
も
敬
愛

の
心
を
も

と
に
し
て
つ
ね

に
和
を

考
え
、
社

会
的
共
存
の

ル
ー
ル
を
正
し
く

わ

ぎ
ま
え
て

、
み

ず
か
ら
の
言
動
に

は
責
任

を
も
ち
、
自
分
の
発
晨
は

常

に
家
庭
、
社
会
、
国
家
ひ
い
て

は
国

際
社
会
の
繁

栄
と
と
も
に
あ

る
こ

と
を
自

覚
し
よ
う

。

コ

将
来

へ
の
夢

を
も
と

う
。
み

な
さ
ん
は
、
現
世

紀
と
き

た
る
べ

き
二
十
一

世
紀
の
両
世
紀

に
わ
た

る
存

在
で

あ
る
。
将
来

に
生
き

る

若

い
命
の

尊
さ
を
知

り
、
自
己
の

生
命

が
受
け

つ
ぶ
れ
て
き

た
祖
先

の
歴

史
、
文
化
、

伝
統
を
考
え
、

日
本
国
民

と
し
て
祖
国
を
愛
し
、

あ

す
へ
の
夢
を
も

ち
、
二
十
一
世

紀
の
国
際
人

に
ふ
さ
わ
し
い
文
化

的
、
科
学
的
、
技
術
的
教
養
を
身

に
つ
け
て
、
ひ
ろ
く
公
共
の
た
め

に
役

だ
つ
創

造
的

意
欲
に
み
ち
た

人

と
な

る
よ
う
つ

と
め
よ
う
。

好
評
た
っ
た

名
刺
交
換
会

今
年
か
ら
各
小
中
学
校
の
新
年

祝
賀
式
を
と
り
や
め
、
し
た

が
っ

て
こ
れ
を
機
会

に
行

な
っ
て
き
た

町
内
有
志
の
初
顔
合

せ
が
で
き
な

く
な
っ
た
。
そ
こ
で
公
民
館
で
は

全
町
一
体
と
し
て
の
名
刺
交
換
会

を
開
催
し
た
。
午
前

十
時

か
ら
茴

田
小
学
校
礼
法
室

に
お
い
て
匸

則

夜
祭
か
ら
除
夜
の
鎗
、
町
長

さ
ん

の
寇
神
様
と
演
出
効
果
も
な

か
な

か
う
ま
く
、
一
〇
〇
円
会
費

と
し

て
は
上
々
の
出
来
で
あ

っ
た
が
、

な
に
ぶ
ん
Ｐ
Ｒ

が
お
く
れ

た
た
め

各
地
区

そ
れ
ぞ
れ
計

画
を
終
り
、

残
念
な
が
ら

参
加
者

が
少
な

か
っ

た
。
来
年
は
も
っ
と
早
く
準
備
を

始
め
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
声
が

多
か
っ
た
。

尚
新
年
名
刺
交
換
会

を
当
町
愃

例
の
も
の
と

す
る
た
め
、
み
な
さ

ん
の
ご
意
見

、
ご
希
望
を
公
民
館

に
お
寄
せ
下

さ
い
。

ちた員役
（
Ｙ団年青の治明

写
真
ニ
ュ
ー
ス

③

わ
し
ら
は
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
　

こ
れ
か
ら
若
返

っ
て
大

卜
に
強

勉
も
し

よ
う
し
、
社
会
奉
仕
も
さ
せ
て
い
た
だ
こ
５

よ

入
団
歓
迎
、
但
し
団
員
資
格
は
明
治
生
れ
の
男

女
で

あ
る
こ
と

が
、
内

容
は
似
て
も
か
似
つ
な
い

も
の
に
変
っ
て
い
る
。
大
衆
に
大

量
消
費
を
押
し
つ
け
る
商
魂
が
、

い
つ
の
ま
に
か
神
の
座
、

仏
の
座

に
鎮
座
ま
し
ま
し
て
い
る
の
だ
。

一
夜
に
し
て
、
何
十
、
何
百
万

の

お
サ
イヽ
銭
に
ほ
く
そ
え
む
の
は
だ

打
か
。

民
俗
的
行
事
は
人
の
心
を
な
ご

ま
せ
る
。
大
衆
社
会
の
余
暇
時
代

に
、
こ
う
し
た
行
事
を
い
さ
さ
か

で
も
人
間
回
復
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
し
よ
う
と
す

る
な
ら
、
大

衆
を
だ
ま
し
て
消
費
さ
せ
る
だ
け

尹

な
く
、
大
衆
自
身
に
、
な
に
か

創
贈
さ
せ
る
く
ふ
う
が

冷
し
い
も

の
だ
。
糞
男
・
善
女
は
だ
ま
さ
れ

る
こ
と
で
救
わ
れ

る
、
と
い
う
な

ら
な
に
を
か
い
わ

ん
や
。
ゆ
く
年

最
後
の
苦
言
を
、
神
仏
周
辺
の
人

た
ち
の
商
魂
に
呈
す
る
と
同
時
に

、
く
る
年
は
消
費
的
慰
安
・
娯
楽
に

立
ち
向
か
う
に
足

る
、
新
し
い
創

造
的
慰
安
・
娯
楽
活
動
の
活
発
な

晨
開
を
期
待
す

る
も
の
で
あ
る
。

（
新
生
活
通
信
よ
り
）

除

夜

に
戚

あ

り

昭
話
三

十
九
年

よ
、

さ
よ
う
な

ら
’χ
そ
し
て
新
し

い
四
十
年

よ
、

こ
ん
に
ち
しわ
Ｘ
い
ま
は
そ

の
新
旧

の
歳
の
境
で
あ
る
。

年
末
、
年
始
に
は
な
に
か
と
し

き
た
り
の
行
事
が
多
い
。
ク
リ
ス

マ
ス
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
行
事

だ
が
、
こ
れ
は
は

っ
き
り
と
都
市

の
消
費
文
化
の
中
に
定
着
し
た
よ

う

だ
。
″
歳

の
市

″
は
も
と
も
と

”
市

”
な
の
だ
か
ら
、
ま
す
ま
す

旺

盛
な
商
業
主
義
に
栄
え
る
の
は

当

然
だ
ろ
う
。
そ
牡
と
は
全
く
無

縁
に
、
除
夜
の
錙
の
音
が
凍

っ
た

空

を
ふ
る
わ
せ
て
渡

っ
て
く
る
と

き
、
一
年
の
汚
濁
の
ア

カ
の
消
え

る
思

い
が
す

る
の
も
一
瞬

。
も
う

新
し
い
年

の
商
業

主
義
が
、
鐘
の

音

を
か
き
消
し
て
、
と
ど
ろ
と
ど

ろ
と
、
大
進
車
の
靴

音
を

響
か
せ

て

く
る
。
バ
ス
会
社

が
、

お
い
で

お
い
で
を
す

る
″
初
詣
で
。
の
大

行
進
だ
。

年
末
、
年
始
の
行
事
は
、

い
ず

れ
も
神
事
、
仏
事

に
か
か
お
り
が

多
い
が
、
人

び
と
は
そ
れ
に
な
に

ほ
ど
の
信

心
、
信
仰
を
寄
せ
て
い

る
だ
ろ
う
。
形

式
だ
け

は
、
民
族

の
伝
統
を
継
承
し
た
行
事
で
あ

る

高
砂
や
…
…

謳
の
会
始
ま
る

謡
（
う
た
い
）

は
お
祝

い
の
席

な
ど
に
な
く
て
な
ら
な
い
も
の
と

さ
れ
て

い
る
が
、
地
方

に
よ
り

卜

ろ
い
ろ
流
派
が
あ
っ
て
、
ど
こ
で

も
合
う
と
い
う
こ

と
は
な

い
。
そ

こ
で
こ
ん
ど
、有

志
相
は
か
り
、
最

も
格
調
が
高
く
し
か
も
福
島
信
達

地
方

に
一
番
広
く
行
わ
れ
て

い
る

記

一
、
期
間

一
月
十
三
日
よ
り
三
月
十
七
囗

ま
で
正
味
二
か
月
間
、
毎
週
水

曜
日
午
後
七
時
よ
り
九
時
ま
で

圖
正
味
一

か
月
を
一
期
と
し
て
二

塁

期
間
行
う

二
、
場
所

板
橋
　

野
村
隆
一
氏
宅

三
、
会
費

一
期
間
二
〇
〇

円

四
、
申
込
み

な
る
べ
く
早
く
、
公
民
館
攵
は

直
接
会
場
へ
申
込
ま
れ
た
い

紙
上
名
刺
交
換
会
（
卅
一
面
に
つ
づ
く
）

国
見
町
教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
　
　

武
見
弥
八
郎

委
員
　
　
　
　

佐
藤
　

光
一

同
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　
　

正

同
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　

精
一

教
育
長
　
　
　
　

古
宮
佐
源
治

書
記
　
　
　
　
　

斎
藤
　

秋
雄

書
記
補
　
　
　
　

佐
藤
　

春
夫

社
会
教

育
主
事
　

鈴
木
　

美
一

国
見
町
立
学
校
職
員

小
坂
小
学
校
長
　

菅
野
　

貞
雄

同
教
頭
　
　
　
　

昌
川
　

政
一

荳
田
小
校
長
　
　

田
村
　
　

操

同
教
頭
　
　
　
　

朝
内
　

俊
雄

森
江
野
小
校
長
　

銘
木
　

彦
衛

同

教
頭
　
　
　
　

田
辺
　

一
郎

大
木
戸
小

校
長
　

佐
莎
　

七
郎

同

教
頭
　
　
　
　

佐
藤
　
　

信

県
北
中

学
校
長
　

小
林
　

美
秋

同

教
頭
　
　
　
　

菅
井
　

庄
蔵

国
見
町

梁
川
町
小

学
校
組
合

教
育
委
員
会

委
員
長
　
　
　
　

銘
木
常
之
助

委
員
　
　
　
　
　

中
村
　

久
助

教
育
長
　
　
　
　

斎
藤
　

一
男

書
記
　
　
　
　
　

中
村
　

敏
男

回
　
　
　
　
　
　

斎
集
　

秋
雄

組
合
立
小
学
校
職
員

大
枝
小

学
校
長
　

渡
辺
　

末
吉

同
教
則
　
　
　
　

五
十
嵐
　

仁

国
見
町
社
会
教
育
委
員

田
村
　
　

譟
　
　

小
林
　

美
秋

渡
辺
　

末
古
　
　

佐

藤
善
次
郎

菅
野
　

七
郎
　
　

玉
手
　

正
平

後
藤
　

豊
松
　
　

八
島
福
太
郎

東
海
林
一
郎
　
　

高
橋
　

ト
ミ

国
見
町
体
育
指
導
委
員

佐
藤
　

元
一
　
　

佐
藤
　

春
夫

奥
山
　

嘉
助
　
　

羽
根
　

善
一

小
畑
　

貞
吉
　
　

稲
村
　

克
巳

斎
藤
　

太
助
　
　

徳
江
　

喜
一

伊
一
譟
　
一
敏
　
　

銘
木
　

忠
告

佐
藤
　

洋
一
　
　

大
内
　
　

守

佐
藤
　

光
雄
　
　

玉
木
　

イ
ヨ

国
見
町
公
民
館
職
員

館
長
　

佐
藤
善
次
郎

主
事
鈴
木
美
一
　

主
事
佐
藤
七
郎

同
　

菅
野
貞
雄
　

同
　

渡
辺
末
吉

同
　

田
村
　

操
　

崕
　

春
日
一
憲

同
　

鈴
木
彦
衛

Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員

ふ
坂
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
佐
藤
善
右
工
門

同
副
会
長
　
　
　

安
藤
　

正

重

同
　
　
　
　
　
　

高
橋
　

丑
蔵

同
　
　
　
　
　
　

黒
田
　

ヒ

卩

藤
田
会
長
　
　
　

曳
地
　
　

一

同
副
会
長
　
　
　

佐
藤
忠
兵
工

同
　
　
　
　
　
　

本
日
　

林
蔵

森
江
野
会
長
　
　

村
上
　

太
一

同
副
令

長
　
　
　

宍
戸
　

三
郎

同
　
　
　
　
　
　
　
　
高
梨
　

ミ
ネ

大
木
戸
会
長
　
　

八
島
　

栄
一

同
副
会
長
　
　
　

松
浦
　

芳
蔵

同
　
　
　
　
　
　

山
ロ

ト
キ
ョ

大
技
会
長
　
　
　

佐
藤
　

妨
吉

同
副
会
長
　
　
　

鈴
木
　

保
治

同
　
　
　
　
　
　

斎
藤
　
　

正

県
北
中
会

長
　
　

八
巻
　

正
雄

圜
副
会
長
　
　
　

佐
藤
　

利
雄

同
　
　
　
　
　
　

小
林
　

テ
イ

同
　
　
　
　
　
　

小
林
　

美
秋

婦
人
会
役
員

藤
田
婦
人

会
長
　

城
田
　

キ
ヨ

同
副
会
長
　
　
　

野
村

チ
ョ
ノ

同
　
　
　
　
　
　

八
島

キ
サ
ノ

同
　
　
　
　
　
　

佐
藤

マ
サ
イ

森
江
野
会
長
　
　

村

上
　

ト
ク

同
副
会
長
　
　

佐

久
間

ミ
ナ
ト

同
　
　
　
　
　
　

菊

地
　

ウ
メ

大
木
戸
会
長
　
　

松
浦
　

（

ル

同
副
会
長
　
　
　

山

ロ
ト
キ
ヨ

大
枝
会
長
　
　
　

佐
藤
（

ル
ヨ

同
副
会
長
　
　
　

小
林

マ
サ
ミ

青
年
団
体
役
員

ふ
坂
青
年
団
長
　

高
原
　

長

吉

同
副
会
長
　
　
　

佐
藤
　

洋
一

石
母
田
青
年
会
長
佐
丿
金
兵
工

同
副
会
長
　
　
　

佐
藤
　

邦

治

森
江
野
青
年
団
長
　

渡
辺
　

宏

同
副
団
長
　
　
　

佐
藤
　

淳

一

同
　
　
　
　
　
　
　

八
巻
　

ミ
ョ

大
枝
青
年
団
長
　

佐
藤
　

要
蔵

同
副
団
長
　
　
　

小

林
　

一
正

同
　
　
　
　
　
　

鈴
木
　

ミ
チ

交
通
安
全
協
会
桑
折
支
部

副
支
部
長
　
　
　

谷
津
　

藤
治

小
坂
部
会

長
　
　

村
上
　

嘉
一

藤
田
部
会
長
　
　

宇
佐
美
兵
蔵

森
江
野
部
会
長
　

佐
藤
　

新
七

大
杢

尸
部
会
長
　

鈴
木
誠
之
助

こ

ぶ
し
会
会
長
　
　

渋
谷
　
　

肇

若

い
土
の
会
会
長
　

松
浦
　
　

功

国
見
町
青
年
連
絡
協
議
会
長

佐
藤
　

昭
元

風呂に入らぬ 国民

デ

ン

マ

ー

ク

の

習

澂

新
年

お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
旧
午

中
は
大
変
お
せ
わ
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願

い
し
ま
す
。

昨
年
十

月
号
ま
で

デ
ン
マ
ー

ク
の
習
慣
を
書

い
て
き
ま
し
た

が
、
あ
ち
ら
に
は
宜
だ
数
多
く

の
日
本
と
異

な
る
習
慣
が
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
の
中
か
ら
い
く

つ
か
を
ひ
ろ
っ
て
又
書
い
て
見

ま
す
。
今
回
は
、
生
活
の
中
で

も
、
日
本
人

に
は
と
て
も
切
り

離
せ
な
い
風

呂
に
つ

い
て
書
き

ま
し
よ
う
Ｃ

私
達
が
デ
ン
マ
ー
ク
に
行
っ

て
ま
す
困
っ
た
の
は
風
呂
に
全

然
は
い
れ
な
い
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
あ
と
に
な

っ
て
わ
か
っ
た

こ

と
で
す

が
、
風
呂
に
つ
い
て

の
考
え
方

が
根
本
的
に
異
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
日
本
な
ら

一
日
の
疲

れ
を
と
り
、
体
を
洗

っ
て
清
潔
に
す
る
の
が
大
き
な

目
的
で
す

が
、
あ
ち
ら
で
は
、

風

呂
は
あ

っ
て
も
必
ら
ず
夫
婦

室
の
隣
り

に
あ
る
の
で
す
。
だ

か
ら
日
常

は
全
然
風
呂
に
入
り

ま
せ
ん
。
体
は
朝
の
作
業
が
終

っ
た
と
き

に
、
顔
と
上
半
身
を

、
そ
し
て
夕
方
仕
事
が
終
っ
た

と
き
に
手

ぬ
ぐ
い
で
体
を
ふ
く

程
度
で
す

。
一
体
白
人
は
日
本

人
に
比
べ
色
素
が
少
な
い
た
め

か
よ
ご
れ

が
目
た
だ
ず
、
一
か

月
も
二

か
月
も
全
然
風
呂
に
入

り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
農
場
に

入
っ
て
二

か
月
後
に
風
呂
に
入

り
た
く
な
り
主
人
に
言
い
ま
す

と
、
製
隨
工
場
の
廃
湯
を
利
用

し
た
風
呂

に
入
れ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
私
か
初
め
の
農
場
生
活

四
か
月
間
こ
れ
が
唯
一
回
の
入

浴
で
し
た
。

と
に
か
く
、
砂
質
膃
土
の
デ

ン
マ
ー
ク
の
畑
で
の
仕
事
で
体

が
よ
ご
れ
る
こ
と
は
な
は
し
く

、
下
着
の
よ
ご
れ
る
こ
と
と
云

っ
た
ら
話
し
に
な
ら
ず
、
二
日

か
三
日
に
Ｉ
度
は
と
り
か
え
て

い
た
こ
と
を
想
い
出
す
。
そ
し

て
困
っ
た
こ
と
に
洗
濯
が
一
か

月
Ｔ
度
だ
け
、
下
着
が
な
く
な

っ
て
し
ま
い
、
一
度
着
た
も
の

の
中
か
ら
比
缺
的
よ
ご
れ
て
い

な
い
も
の
を
か
わ
か
し
て
又
着

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
休
日
な

ど
洗
濯
し
よ
う
と
す
る
と
デ
ン

マ
ー
ク
の
人
た
ち
が
、
「
日
本

で
は
男
が
洗
濯
す
る
の
か
」
と

大
笑
い
、
そ
の
あ
げ
く
「
八
島

の
洗
っ
た
も
の
は
、
あ
ち
こ
ち

に
宇
が
書
い
て
あ
る
」
と
い
う

の
で
、
農
場
生
活
中
は
、
洗
濯

は
全
然
し
な
か
っ
た
。

六
か
月
間
に
二
回
だ
け
し
か

風

呂
に
入
ら
な
か
っ
た
。
シ
ャ

ワ
ー
に
も
入
る
こ
と
が
少
な
く

、
シ
ャ

ワ
ー
に
入
り
た
く
な
っ

た
時
は
小
学
校
に
行
っ
て
入

っ

て
き

た
り
し
た
。
ど
う
し
て
風

呂
に
入

ら
な
い
の
か
と
き
い
て

み
た
が
、

た
だ
習
慣
故
と
思
う

し
、
又
こ

ん
な
話
も
す
る
、
風

呂
に
あ
ま
り
入
り
過
ぎ
る
と
早

く
老
卜
込

ん
で
し
ま
う
か
ら
入

り
た
く
な
い
と
。
そ
ん
な
こ

と

が
事
実

と
す
れ

ば
、
私
た
ち
も

少
し
考
え
て
み

る
必
要
が
あ
る

私
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地

で
風

呂
に
入
れ
な
か
っ
た
分
だ

け
船
に
乗
っ
て
の
一
か
月
、
毎

日
二

三
回
づ
つ
入
っ
て
い
た
か

ら
差
引

そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
こ

と
に
な
る
。

八
島

博
正

○

一

年

の

計

は

Ｉ
～（
二

月

に

弗

叭ソ
。。。。。。。。。。
　個

人

の

こ

と

も

団

体

の

こ

と

も
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